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図るための改善方向について試験した結果の概要は次

のとおりである。

1空調式蚕室においては，5令の飼育密度を標準

の2倍としても，4令以降を普通に取り扱えば悪影響

はみられなかった。

2　壮蚕用簡易′、ウスを5令期も飼育できるように

改善した結果，ほぼ目的温度が得られ，この中で5令

を飼育しても遜色はみられず，施設の箱当たり併却費

は450’円であった。

5　この改善方向での生産組紛こついては別に検討

する必要がある。

寒冷地における壮蚕露天青の技術と経済性（第1報）
大塚　照巳・河端常信
（岩手県蚕試）

1　ま　え　が　き

最近，県南地区の一部農家で露天青を実施する事例

がみられる。また，養蚕飼育規模の拡大により飼育量

が増大して，既設の設備が不足した場合，露天青を実

施する挙蚕家がとくに多くなってきた0

本県においても露天青が実施可能であることはすで

に一部の試験成績から明らかである。しかし，気象条

件に対応した飼育技術・経済性についてなお検討の余

地が大きい。それで新養蚕用資材およびユニコンテナ

飼育装置を用いて，4～5令霹天青を実施する際の給

桑回数の多少，陰秒の有無などを組み合わせて試験を

実施した。

2　試　験　方　法

1試験時期・供試蚕品種・供試頭数

春蚕期・日151号×支151号　蟻量掃立．5・0タ

初秋蚕期・白宝×昭玉　　　　　　　　〝　　　　〝

晩秋蚕期・日152号×支152号　　〝　　　〝

2　試験区

A・対照区：4～5令量外7アイロンハウス1日2回

給桑粂桑育，除沙1回

五・慣行区：4～5令感天1日2回給桑粂桑育，飼育

枠なし，除沙1回

C．ユニコンテナ1日1回給桑露天育区：春，晩秋は

5令起蚕より，初秋は4令起蚕より1日1回給桑粂桑

育，除沙なL

D．ユニコンテナ1日2回給桑慮天育区，4～5令1

日2回絵桑粂桑育，除沙なし

5　試験場所・飼育装置

（1）塵外にユニコンテナ飼育装直を設置して稲ワラ

を蚊き，その上にビロシートをのせて飼育場所とした0

慣行区は鉄骨一段蚕座（高さ2D仰）を設置して竹ス

ノコを敷き，ピpシートをのせて飼育場所とした。夜

間および降雨時は給桑後の蚕座にビpシートとクレモ

ナ寒冷紗を被覆したが，晴天時は直射日光を避けると

き以外はなるべくビpシートは取り外すようにした0

（2）ユニコンテナ飼育装置は縦2．0竹h　横0．7竹lの

耐水ダソポール板と，これを連続固定する鉄ピソおよ

び鉄輪だけの簡単な飼育装置であって．屠る個で1七

，トとなっている。1セット当たり0・5箱（10・000頭）

を飼育する。ユニコンテナ飼育装置1箱の大きさは1

七，トが適当と思うが，飼育量や地形により適宜連結

して大きくしても差支えない。

（3）飼育要領

露天育区の拾桑量は岩手県飼育標準表によったが，

食桑状態をみて適宜増減した。給桑時刻はその日の天

候により若干変更したが，おおむね，2回給桑の場合

は朝7時，夕方4時とし，1回給桑の場合は夕方4時

と　した。

なお，ユニコンテナ区のみは除抄を行わなかった○

上演は島外で粂払いを行い，払い落とした蛋児を簡易

ハウス内に運び自然上演を行った0

5　試　験　結　果

ユニコンテナ飼育装置を用いて，露天青を実施した

場合の気象条件に対応した飼育技術・経済性について

検討した。

1　飼育・収繭・繭質

4～5令飼育経過日数については，春・晩秋蚕期の

慣行区は対照区より約1～2日長めであったが，ユニ

コンテナ区は各蚕期とも対照区と差が認められなかっ

た（第1表）。掃立～結南までの滅蚕歩合は，初秋蚕

期のユニコンテナ区がやや多く，他の蚕期については

試験区間に大きな差はみられなかった。とくに初秋蚕

期のユニコンテナ区は無除抄体系であるために，蚕座

は高い外温に影響を受け，むれ現象を生じ，このため

蚕の健康を害し，若干の軟化病が発生した。繭量，繭

層重および収繭量については．露天育区はわずかなが

ら対照区に劣ったが，各区間に大きな差はなかった〇
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第1表　飼育
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収繭・繭質に関する成績

蚕 期 試 験 区
4 ・ 5 齢

経 過 日 数
減 蚕 歩 合

箱 当 た り

収 繭 量
繭 重

普 通 繭

歩 合
繭 糸 長 繭 糸 量 解 じ よ 率

生 糸 皇　A

初 秋

A

日　 時

1 1． 1 2

弱

る

　 毎

2 曳 2

　 タ’

1．8 9

　 痴

9 1．7

Iれ

9 5 7

　 C F

2 7 7

　 労

5 8

歩 口　承

1 （i．78 1 1． 0 8 9 2 8 ．2 1．8 8 9 0．8 9 8 d 2 7 5 5 4 1 占．5

C 1 1． 0 2 1 2 2 4 ．8 1．5 9 9 1 2 9 9 8 2 A d

2 5 ．9

4 4

5 8

1 ス 5

1 °．4
D

A

B

1 1． 0 0

1 4 ． 1 9

1 0 2 8 ．0 1．7 5 9 0．1 9 5 8

晩 秋

4 5 2 ．4 1．9 5 9 2 ．2 1，0 4 4 5 2 ．8 8 9 1 8 ．4

1 占． 1 9 5 5 2 ．8 1．9 2 9 1．4 1．1 0 0 5 4 ．9 9 0 1 8．7

C 1 4 ． 1 9 ‘ 5 5 ．0 1．8 8 9 5 ．9 1．0 7 5 5 5．5 9 5 1 8 ．5

D 1 4 ． 2 0 5 5 5 ．2 1．8 7 9 5 ．0 1，0 5 2 5 4 ．1 9 5 1 7 7

繰糸試験の結果については，各蚕知とも試験区間に

ほとんど差はみられなかった。

なお，初秋蚕期の解紆率が各区とも50～4G多ととく

に低い値を示したが，これは営藷も集中降雨のためハ

ウス内に浸水し，以後瑛中管理を徹底しなかったこと

に原田するものと思われる。

2　飼育労働時間

飼育労働時間についてみると，初秋蚕期はユニコン

テナ区が対照区に比較して，1回区が55感，2回区

が11多と省力された（第2表）。とくに1回区は給

桑作業が対席区の48感であり，陰沙・拡座作業も対

照区の25感であった。晩秋蚕期は慣行区が対照区に

比べ40痴多く要し′　ユニコンテナ区も8～21多多

く要した0これは給桑（とくに整座）・上演作業に原

因し・これら作業時間の省力化が今後の課垣である。

第 2 表　 飼 育 労 働 に 関 す る 調 査 成 績　　　　　　　　　 （ 1 箱 当 た り　 単 位 ・時 間 ）

蚕 期 試 験 区 給 桑 除 さ ・拡 座 防 除 ．上 兼 収 繭 後 片 付 ・清 掃　2 ．1 計

5 1．5

上 繭 1 晦 当 指 数

1 0．7 （ 1 0 0 ）
初 秋

A 1 5．0 5．0 0．5 5．5 7 2

B 1 8 ．4 4 ．0 0．2 5．5 A d 2 ．1 5 2 ．6 1 1．占（ 1 0 8 ）

C 占．9 0，7 0 ．2 5 ．2 4 ．4 2 ．4 1 7 8 ス 2 （ ‘ 7 ）

D 1 2 ．2 0．7 0．4 5．7 7 1 2 ．4 2 8 ．5 R S （ 8 9 ）

晩 秋

A 8 ．1 2 ．7 0 ．2 4．7 5 ．5 2 ．5 2 5．5 ス 2 （ 1 0 0 ）

8 1 5．1 5，0 0 ．5 ‘．占 5 ．2 2 ．6 5 5 ．0 1 0．1 （1 4 0 ）

C 1 0．4 1．1 0 ．5 5．5 5 ．9 2．5 2 5 ．7 7 8 （1 0 8 ）

D 1 2 ．8 0．8 0 ．5 占．5 7 4 1．4 2 8 ．8 8 ・7 （1 2 1 ）

5　蚕座内外の敏気象

飼育蚕座内外の温度を電子式平衡記鐘計にて測定し

た。測定場所は下記のとおりである。ユニコンテナ蚕

座上部：蚕座中央部で給桑直後の桑薫の下

ユニコンテナ蚕座中部：蚕座中央部で蚕座内に堆積し

ている蚕糞・蚕抄の上

ユニコンテナ蚕匪下部：蚕座中央部で蚕座内に堆項し

ている委糞・蚕抄の中

ユニコンテナ蚕座周囲上部：飼育枠に接した所で給桑
直後の桑葉の下

ユニコンテナ蚕座周囲中部：飼育枠に接した所で蚕座

内に堆積している蚕糞・蚕抄の上

一段蚕座上部：蚕座中央部で給桑直後の桑薫の下

一段蚕座中部：蚕座中央部で蚕座内に堆項している蚕

糞・蚕抄の上

被覆物上：ピロシート（萎凋防止資材）の上

外温：直射日光の当らない蚕座近くの地上1．5〝lの位置

これらの観測場所を設定して24時間連続的に温度

を測定した○この結果，夜間はユニコンテナ区＞一段

蚕座区＞外温，ユニコンテナ下部＞上部＞中部であり，

とくにユニコンテナ区は外温よりもd～10℃高かっ

た（第5表）。
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第5表　蚕座内外の温度調査 （単位：℃）

蚕 期
ユ　 ニ　 コ　 ン　 テ　 ナ　 蚕　 座 被 覆 物 （ ビ ロ

シ ー ト ） 上

一 段　 蚕　 座
外　　 温

上　 部 中　 部 下　 部 周 囲 上 部 周 囲 中 部 上　 部 中　 部

初 秋

晩 秋

〝

5 0．1 士

5．8 4

2 8．5 士

5．5 8

2 8．5 土

5 4．0 士

2．5 1

2 °．1 士

2．9 5

2 5．2 士 2 8．1 士

1 受4土 2．7 5 2 4，1士5．1 7

2 °．9 士 5．5 5

1 8．7 士 6．4 8

2 8．9

士 1．8 1

1 R d

5 0 ．5

士 1．7 4

1 5．°

2 4．5 士

5．5 1

1 占．5 士

4．5 1

1 5．2 士

4．8 2 1．5 7 0．8 7 1．7 4 4．7 2 5．2 5

4　経営収支試算　　　　　　　　　　　　　　は対照区に比べ慣行区が一・54丸まニコンテナ1回区

補幹経営408の場合について試算した結果，零天青　が－15多，2回区が－27感であった（第4表）。

区の粗収入は対照区の85～90啓であり，差引収益で

第4蓑　露天青に関する経営収支試算（補幹経営4Daの場合）

A　 区 B　 区 C　 区 D　 区

粗 収 入 上　　 繭　　 収　　 入 5 9 °，8 1 が 5 0 5，5 4 7円 5 4 1．8 5 d円 5 1 4，2 °5 円

玉　 く　 ず　 繭 収　 入 1 °．8 8 0 1 5，8 0 0 1 5．2 4 0 1 ス0 0 0

計 8 1 5．4 9 5 5 2 1，1 4 7 5 5 8，8 9 ° 5 5 1．2 8 5

支　 出 蚕　　　 撞　　　 費 5 5．8 4 0 2 8．9 8 D 5 2．5 8 0 5 1，1 4 0

共　 同　 飼　 育　 費 6 5，8 0 0 5 8，5 5 0 d 5．5 5 0 8 0，5 5 0

肥　　　 料　　　 費 5 8．8 0 8 5 8，8 0 8 5 8，8 0 8 5 8．8 0 8

薬　　　 剤　　　 費 1 4，4 9 2 1 4，4 9 2 1 4，4 9 2 1 4，4 9 2

燃　　　 料　　　 費 占，5 8 8 5，8 5 8 5，8 5 8 5，6 5 8

農　 表　 具　 費 1 5，4 7 2 1 5．4 7 2 1 5．4 7 2 1 5 ．4 7 2

諾　　 材　　 料　 費 8．2 1 8 具 1 7 4 4－8 1 6 4，8 1 （～

指　 導　 料　 な　 ど 2 5，5 0 0 2 2．0 0 8 2 5．1 8 5 2 2．8 5 2

修　　　 理　　　 費 5，5 2 0 5．5 2 0 5．・5 2 0 5－5 2 0

建　　 物 1 4，0 0 0 占．1 °7 5，1 占7 6，1 d 7

債 却 費　 芸 機 芸 5 5，0 7 5 5 5．8 2 5 5 5，8 2 5 5 5．8 2 5

1 5，5 5 8 1 5，5 5 8 1 5，5 5 6 1 5 ，5 5 8

小　 計 8 4，8 1 1 5 5，5 2 8 5 5．5 2 8 5 5，5 2 8

労　 働　 費 （ 自　 家 ） 1 2 5．2 5 0 1 5 2．4 5 0 1 1 8，4 0 0 1 2 （5，4 5 0

合　　　　　　　　 計 4 0 1．8 9 9 5 8 ロ，4 2 0 5 7 1．7 占 7 5 7 ろ 2 8 8

参 考 値 差　　 引　　 収　 益 2 1 1，7 9 4 1 4 0，7 2 7 1 8 5．1 2 9 1 5 5．9 9 7

養　　 蚕　　 所　 得 （円 ） 5 5 1 0 4 4 2 7 5．1 7 7 5 0 1，5 2 9 2 8 0，4 4 7

所　　　 得　　　 率 （ 多 ） 5 4．9 5 2．4 5 4．1 5 2．8

総　 労　 働　 時　 間 （ 時 ） 8 5 5 8 8 5 7 7 8 8 4 5

1 0 8 当 た り　　 〝　 （ 〝 ） 2 0 9 2 2 1 1 9 4 2 1 1

上 繭 1吻 当 た り　 〝 （ 〝 ） 1．5 9 1．° 9 1．4 1 1．5 5

1 0 a 当 た り労 働 報 酬 8 4，2 占 1 8 8，2 9 4 7 5．5 8 2 7 0，1 1 2

1 日 当 た り　　　 〝 5．2 2 9 2．4 7 5 5．1 0 9 2．8 8 1

1 時 間 当 た り　 ” 4 0 4 5 0 9 5 8 9 5 5 5

上 繭 1 吻 当 た り生 産 費 ‘6 7 7 2 d d 7 4 8 9 5
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この差は各区の上繭収入の差とほぼ同一傾向を示し

ている。所得率では対照区54・9帝，ユニコンテナ1回

区54．1感とほとんど基がなく，上繭1毎当たり労働時

間は対照区1．59時間，ユニコンテナ1回区1．41時間

とこれもほぼ同じ値を示した。1日当たり労働報酬に

ついては対照区とユニコンテナ1回区とはほとんど基

は認められなかった。

養蚕飼育施設の高度利用に関する試験

第2報　宮八式稚垂飼育施設利用による水稲育苗に関する試験

地田臭J．及川俊日酢西山久雇．柿崎春彦
（＊宮城県査読・＊＊宮城県農試）

1　ま　え　が　き

近年，養蚕施設の高度利用が叫ばれているが，筆者

らは，宮入式椎蚕飼育施設の有閑期利用として水稲の

育苗を昭和4d年度から実施してきた。48年度は発

芽～緑化を施設内で実施するという前撫で，施設内の

温度，光環境，育苗を実施したための蚕への影響およ

び首質について調査した。その結果，温度は発芽期に

29℃．線化期に25℃を維持することができること

を確認した。また，青首を行ったあと清掃・消毒する

ことによって，蚕への影響が全く認められないことも

確認できた。さらに，照度については，白色螢光灯．

ホワイトポールランプ（白熱灯の一種）で1000ルク

スを維持でき，この光線下における育苗による百貨は，

育苗器で育苗した苗と差異がないことも確認した。し

かし，本試験は飼育施設の一部分を利用して実施した

予備的実験のため，施設をフルに活用した場合の光環

乳　首質が正常に行えるか疑問であったので，47年度

は飼育施設内に収容可能最大限の育苗箱を収容して育

苗を実施し，調査した。

2　施設の改良点および方法

施設の改良点については，48年度の29士0．5℃の

サーモスタットを設置した外に，第1回のように40

W青色蛍光灯を側面に4本ずつ合計1d本，20W青色

螢光灯8本を上面に設置した。そして，扉とその奥の

側面に反射板としてエアーシルバーを添付した。また．

施設をフルに活用すると，毒薬がその重量に耐えかね

て湾曲するので，蚕架の中央に板で支えをつけた。

育苗箱の施設内への挿入方法は，第2，5図に示す

ように一枚の蚕箔に育苗箱4枚を並べ，横4列，継目

段の蚕架へ蚕箔一枚ずつ挿入した。

次に，育苗方法であるが，播種は敵描法で4月24日

午前10時の発芽開始，28日午後8時に点燈し緑化

へ，そして28日午前11時に硬化へ移行した。再調

査は，発芽開始から21日後の5月15日午前10時に

実施した。
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注：宮八式椎裏飼育鶉盟AH401型は
図示した施設2線をさす。

第1回　蜃光灯およびェアーシルバー

（反射板）の設置場所

注．宮人式推蚕飼育施設AH401型は

周示した施設2姐をさす。
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第2図　育苗箱の蚕箔への並べ方（平面図）


